
合
員
が
現
地
で
行
う
作
業
が
十
分
に
確
保
さ

れ
て
い
る
の
か
の
確
認
に
時
間
を
要
し
、
調

整
が
難
航
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
奥
能
登
の
人
は
、
他
人
を
煩
わ
す
こ

と
を
申
し
訳
な
く
思
う
よ
う
で
、
ニ
ー
ズ
調

査
で「
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」と
聞
い

て
も「
ウ
チ
は
大
丈
夫
な
の
で
他
の
お
宅
を
」

と
断
ら
れ
る
こ
と
も
…
。
た
だ
活
動
す
る
う

ち
に「
仏
壇
を
動
か
し
た
い
」「
地
震
の
犠
牲

に
な
っ
た
妻
の
遺
品
を
、
家
か
ら
掘
り
出
し

た
い
」と
い
っ
た
要
望
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

被
災
地
で
は
多
く
の
人
が
遠
方
へ
避
難
し
、

残
さ
れ
た
人
は
孤
立
し
が
ち
で
す
。
ニ
ー
ズ

調
査
に
は
、
こ
う
し
た
住
民
の
寂
し
さ
や
不

安
あ
る
い
は
不
満
の
声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り

添
っ
た
り
す
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。
被
災
し

た
人
た
ち
の
気
持
ち
が
、
少
し
で
も
楽
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

見
守
り
活
動
や
情
報
提
供
も

	ƫ 

復
興
に
向
け
、
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
り
ま
す
か
。

家
屋
の
撤
去
な
ど
は
よ
う
や
く
進
み
始
め

ま
し
た
が
、
倒
壊
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
る

「
赤
」
の
紙
が
貼
ら
れ
た
家
に
、
認
知
症
の

高
齢
者
が
1
人
で
住
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
被
災
者
向
け
の
支
援
制
度
な
ど
も
、

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
収
集
が
不
得
手
な
高
齢
者

に
は
、
届
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
人
の
孤
立
を
防
ぎ
支
え
て
い
く
こ
と
が
、

拡
大
し
て
、
地
域
を
回
っ
て
困
り
ご
と
や
要

望
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る「
ニ
ー
ズ
調
査
」を
行

い
ま
し
た
。

	ƫ
ど
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め
た
の

で
し
ょ
う
か
。

各
構
成
組
織
に
人
数
を
割
り
当
て
て
参
加

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
初
期
は
、
東
日

本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
支
援
経
験
者
を
派

遣
し
て
く
れ
た
組
織
も
あ
り
、
活
動
を
軌
道

に
乗
せ
る
上
で
、
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
異
な
り
、
連
合
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
組
織
内
で
事
前
の
レ

ク
チ
ャ
ー
や
役
割
分
担
、
引
き
継
ぎ
を
行
う

の
で
、
人
が
交
代
し
て
も
活
動
の
ス
ピ
ー
ド

と
レ
ベ
ル
を
維
持
で
き
ま
す
。
6
月
3
日
に

珠
洲
市
で
震
度
5
強
の
地
震
が
起
き
た
時

も
、
現
地
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
速
や
か
に
参
加

者
を
安
全
な
場
所
へ
避
難
誘
導
す
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
臨
機
応
変
に

連
携
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
日
に
ま
と

ま
っ
た
人
数
で
活
動
で
き
る
の
で
、「
稼
働
を

計
算
で
き
る
」と
現
地
で
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

被
災
者
の
声
に
耳
を
傾
け

寄
り
添
う
役
割
も

	ƫ
活
動
の
苦
労
は
？

初
め
の
こ
ろ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
担
当
者
が
あ
ま
り
に
多
忙
で
、
現
地
の

状
況
を
十
分
に
把
握
で
き
ず
、
当
初
活
動
期

間
と
し
て
い
た
6
月
末
ま
で
、
参
加
し
た
組

大
き
な
課
題
で
す
。

連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、
ニ
ー
ズ
調

査
で
出
会
っ
た
高
齢
者
の
情
報
を
、
地
元
の

社
会
福
祉
協
議
会
や
行
政
に
伝
え
て
今
後
の

見
守
り
活
動
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、
助
成
制
度

な
ど
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
す

る
な
ど
し
て
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
行
政
も
人
手

不
足
で
、
担
当
者
の
疲
弊
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
他
の
自
治
体
か
ら
の
応
援
も
少
し
ず

つ
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
く
中
、
連
合
は
県
の

要
請
を
受
け
、
7
月
初
旬
ま
で
だ
っ
た
活
動

を
7
月
末
に
延
長
し
ま
し
た
。
学
生
や
個
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増
え
る
夏
休
み
ま
で
に
、

な
る
べ
く
多
く
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。

	ƫ
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ

と
は
？

連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
組
合
員
や
運

営
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
組
織
内
外
の
多
く

の
人
の
サ
ポ
ー
ト
な
し
に
は
成
り
立
た
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
連
合
石
川
を
は
じ
め
地
方
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
者
と
密
に
連
携
を
取
り
合
っ
た

ほ
か
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
の

皆
さ
ん
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
し
っ
か
り
休

養
を
取
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
終
了
し
て
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
多
く
の
人
た
ち
と
つ
な

が
り
続
け
な
が
ら
、
引
き
続
き
被
災
地
と
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
元
日
の
発
災
か
ら
今
日
ま
で
、
連
合
は
ど
う
動
い
た
の
か
。
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震
な
ど
の
災
害
支
援
の
経
験
は
ど
う
活
か
さ
れ
た
の
か
。
復
興
に
向
け
た
課
題
は
何
か
。
連
合
救

援
対
策
本
部
事
務
局
を
務
め
た
杉
山
寿
英
連
合
連
帯
活
動
局
長
に
聞
い
た
。

じ
め
、
周
り
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で

事
務
局
の
運
営
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

物
資
も
人
も
被
災
地
に
入
れ
な
い
中
で

	ƫ
能
登
半
島
地
震
と
過
去
の
地
震
の
、
一
番

大
き
な
違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

最
も
大
き
な
違
い
は
、
被
災
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
で
す
。
例
え
ば
東
日
本
大
震
災
で
は
、

複
数
の
幹
線
道
路
が
被
災
地
へ
通
じ
て
い
ま

翌
日
か
ら
始
動
し
た
対
策
本
部

	ƫ
地
震
発
生
直
後
は
ど
の
よ
う
に
動
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

発
災
後
、
震
度
7
と
い
う
地
震
の
大
き
さ

に「
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
」と
思
い
ま
し
た
。

ま
ず
職
員
の
安
否
確
認
を
行
い
、
翌
日
以
降

は
被
害
状
況
の
確
認
や
連
合
内
の
役
割
分
担
、

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
出
し
て

い
く
か
、
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

私
は
、
東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
の

時
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

今
回
は
初
め
て
対
策
本
部
の
事
務
局
と
な
り

ま
し
た
が
、
連
帯
活
動
局
の
ス
タ
ッ
フ
を
は

元
日
の
発
災
か
ら
8
ヵ
月

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
多
く
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝

こ
れ
か
ら
も
被
災
者
の
孤
立
を
防
ぎ
支
え
て
い
き
た
い

杉山寿英
すぎやま・としひで

連合連帯活動局長

連
合
は
1
月
11
日
に
調
査
隊
を
七
尾
市
に

派
遣
し
ま
し
た
が
、
道
路
の
破
損
は
激
し
く
、

大
規
模
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
で
き
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、

連
合
石
川
へ
被
災
救
援
金
5
0
0
万
円
を
送

る
こ
と
を
決
め
た
ほ
か
、
政
府
や
政
党
へ
緊

急
対
策
を
要
望
す
る
な
ど
制
度
面
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
進
め
ま
し
た
。

組
織
内
で
事
前
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や

引
き
継
ぎ

	ƫ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
は
、
い
つ
ご
ろ
か

ら
可
能
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

2
月
初
旬
か
ら
、
連
合
石
川
の
組
合
員

数
人
が
県
主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
が
、
連
合
と
し
て
は
3
月
25
日
、

初
め
て
20
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団（
第
1
ク

ー
ル
）を
七
尾
市
に
派
遣
で
き
ま
し
た
。
当

時
は
金
沢
市
か
ら
バ
ス
で
毎
日
2
時
間
ほ
ど

か
け
て
被
災
地
へ
通
い
、
ガ
レ
キ
の
撤
去
な

ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
七
尾
市
内
の
ホ
テ
ル
を
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
に
使
わ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
4
月
中
旬
か
ら
は
活
動
場
所
を

珠
洲
市
に
、
5
月
中
旬
か
ら
は
輪
島
市
に
も

被
災
地
支
援
の

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

被
災
地
支
援
の

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

し
た
が
、
能
登
半
島
で
は
、
唯
一
の
幹
線
道

路
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
ま
ず「
物
資
も

人
も
被
災
地
に
入
れ
な
い
」
と
い
う
困
難
が

生
じ
ま
し
た
。
後
に
復
旧
を
滞
ら
せ
る
一
因

と
も
な
り
ま
し
た
が
、
道
路
状
況
が
悪
い
た

め
、
被
災
地
の
外
に
避
難
し
た
住
民
が
な
か

な
か
地
元
に
戻
れ
ず
、
倒
壊
家
屋
の
撤
去
の

許
可
を
得
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
問
題
も
あ
り

ま
し
た
。

2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
」。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
6
、
最
大
震
度
7

の
大
地
震
・
津
波
に
見
舞
わ
れ
た
奥
能
登
地
域
で
は
、
家
屋
が
多
数
倒
壊
し
て
火
災
も
発
生
、
道
路
は
寸
断
さ

れ
、
港
湾
は
海
岸
隆
起
で
使
用
不
可
と
な
り
、
通
信
、
電
気
、
上
下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。

発
災
直
後
「
不
要
不
急
の
移
動
自
粛
」
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
中
、
連
合
石
川
は
、
た
だ
ち
に
県
や
被
災
自
治
体

の
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
て
支
援
活
動
を
実
施
。連
合
本
部
も
緊
急
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
救
援

カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
準
備
を
進
め
、
3
月
25
日
に
第
1
ク
ー
ル

を
ス
タ
ー
ト
。
7
月
28
日
ま
で
計
18
ク
ー
ル
・
延
べ
2
7
0
0
名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
運
営
ス
タ
ッ
フ

が
被
災
地
に
て
活
動
を
行
っ
た
。

発
災
か
ら
8
ヵ
月
が
経
過
す
る
今
、
当
時
の
状
況
を
改
め
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
の
間
の
連
合
・
連
合
石

川
の
取
り
組
み
や
現
在
の
状
況
、
そ
し
て
復
興
に
向
け
た
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
る
。

2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
」。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
6
、
最
大
震
度
7

の
大
地
震
・
津
波
に
見
舞
わ
れ
た
奥
能
登
地
域
で
は
、
家
屋
が
多
数
倒
壊
し
て
火
災
も
発
生
、
道
路
は
寸
断
さ

れ
、
港
湾
は
海
岸
隆
起
で
使
用
不
可
と
な
り
、
通
信
、
電
気
、
上
下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。

発
災
直
後
「
不
要
不
急
の
移
動
自
粛
」
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
中
、
連
合
石
川
は
、
た
だ
ち
に
県
や
被
災
自
治
体

の
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
て
支
援
活
動
を
実
施
。連
合
本
部
も
緊
急
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
救
援

カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
準
備
を
進
め
、
3
月
25
日
に
第
1
ク
ー
ル

を
ス
タ
ー
ト
。
7
月
28
日
ま
で
計
18
ク
ー
ル
・
延
べ
2
7
0
0
名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
運
営
ス
タ
ッ
フ

が
被
災
地
に
て
活
動
を
行
っ
た
。

発
災
か
ら
8
ヵ
月
が
経
過
す
る
今
、
当
時
の
状
況
を
改
め
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
の
間
の
連
合
・
連
合
石

川
の
取
り
組
み
や
現
在
の
状
況
、
そ
し
て
復
興
に
向
け
た
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
る
。

連合の取り組み
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● 被災地に心を寄せた息の長い支援を

金持史宣
かねもち・ふみのり

自動車総連
組織局長

［七尾市にて、災害ごみの搬出廃棄・仮設住宅への引っ越し支援］
能登半島地震対応の構成組織の事務局として、自ら現地の実情を把握し、体
験を伝え、復興への第一歩としたい。この思いから第1クールに参加しました。
被災地に到着すると、元日の発災直後から何も変わっていない現状に直面。
連合として息の長い支援が必要であることをメンバーと共有し、少しでも今後に
つながる活動にしようと、現地ボランティアセンターの方 と々会話を重ねました。
継続的な人員派遣、一軒一軒に寄り添った声掛けなど、連合救援ボランティ

アの活動が必ずや能登復興の礎となっていると信じ、組織としても個人として
も、復興が成し遂げられるまで行動を続けていきたいと思います。

● 一日も早い日常生活の復旧を願って

佐々木正人
ささき・まさと

連合岩手
副事務局長

［珠洲地区でのボランティアニーズ聞き取り調査］
能登半島地震発生の報を受けて、東日本大震災の大津波と重なりました。深
刻な被害なだけに、スケールメリットを生かしたボランティア活動ができるのは
連合だけだと実感しました。ニーズ調査を行うと、水道が使えないから自宅に
戻ってこれないとのこと。復旧が遅れれば、地域の過疎化に拍車がかかる。ス
ピード感が重要だと痛感しました。また、被災者から「各地の災害は他人事だっ
た。初めて被災者の気持ちが分かった」との言葉を聴き、改めて「津波てんでんこ
（津波がきたらとにかく逃げろという意）」など防災対策の共有が必要だと思いま
した。構成組織の垣根を越えた人との「つながり」を通して、自分を成長させて
くれた連合救援ボランティアに感謝しています。

● 被災者に寄り添う対話が復興への力に

石山裕樹
いしやま・ゆうき

全労金
静岡県労働金庫労働組合

書記長

［家屋からの家具・家電等の搬出、ブロック塀の解体・撤去、瓦の集積・搬出等］
被災地の現状を正しく認識し、支援の取り組みにつなげるべく、第9クールに
参加。輪島市災害たすけあいセンターによるニーズマッチングにもとづいて作業
を行いました。忘れられないのは、活動中、被災された方々と交わした言葉で
す。連合救援ボランティア活動は、人々の気持ちに寄り添い、心の支えとなるこ
とで、復旧作業以上に被災地の大きな力になっていると確信できました。多くの
仲間が共通の目的のために能登に集えたのは、困難を抱える人たちのために行
動する「労働組合」が存在するからであり、その意義、役割は非常に大きいと実
感した5日間でした。復興を果たすその日まで、ともにがんばりましょう！

● 復興まで被災者に寄り添いたい

小野地 剛
おのち・つよし

私鉄総連
私鉄北海道函館バス支部

副執行委員長

［珠洲地区でのボランティアニーズ聞き取り調査］
連合救援ボランティアへの参加は、2011年東日本大震災以来でしたが、移動

中に目にした道路や市街地の損壊状況に、報道されている以上に大きな地震で
あったことを実感しました。現地では、被災宅を一軒一軒訪問し、ガレキの撤
去など様々な要望を伺いました。「家中が大変な状況で何から手をつければいい
か分からない、どうすることもできない」と涙ながらに訴える被災者に、とても心
が痛みました。復興まで、被災地・被災者に寄り添うために何ができるのかを
深く考えさせられました。また、他産別の仲間と一つの目標に向けて行動できた
ことは、今後の自分の糧となる良い経験となりました。

● 被災地でもコミュニケーションを大切に

山本智子
やまもと・ともこ

電機連合
富士電機グループ連合

富士電機労働組合
千葉支部執行委員

［輪島市でのボランティアニーズ聞き取り調査］
大きな災害が起きるたび、「自分にできることはないか、助けになりたい、被
災者の方に早く笑顔を取り戻してもらいたい」と思っていました。
連合の一員として「要請が来たら絶対参加する！」と心に決め、今回初めて連
合救援ボランティアに参加しました。
活動内容は、輪島市での被災者のニーズ聞き取り調査。震災から半年が経過

していましたが、一軒一軒訪問するために町を歩くと、想像していた以上に被災
当時のまま放置された家屋が数多くあり、復旧対応の遅れが印象に残りました。
聞き取り調査は、労働組合が日頃から大切にしているコミュニケーションだと
感じました。今回の活動結果が一日も早い復興につながることを願っています。

3
月
25
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
被
災
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
状
況
も
、
多
く
の
困
難
が
あ
る
中
で
の
活
動
と
な
っ
た
が
、

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
何
を
感
じ
、
ど
ん
な
経
験
を
し
た
の
か
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ

◆◆芳野友子 連合会長

「ありがとう」という言葉の裏にある
 様々な思いを受けとめて

3月25日からスタートした連合救援ボランティア活動。全国各
地から連合組合員が不安と期待を抱きながら被災地に集結しま
した。最初の仕事はニーズ調査。毎日、悲惨な現場を前に一軒
一軒丁寧に回り、話を聴き、被災者のニーズを精査していきまし
た。最初は遠慮されながらも、涙ながらに体験を話し始めた被
災者も多数いらしたと聞いています。
被災地の皆さんの「ありがとう」という言葉の裏にある様々な思

いを、私たちはしっかりと受けとめ、復旧・復興に向けて息の長
い活動を続けていかなければなりません。
ボランティアに参加された皆さんは、約1週間の活動で仲間との

「絆」を実感されたと思います。今回、ボランティアとして見聞き
したことを一人でも多くの仲間に伝えてほしいと願っています。

親指で能登半島ポーズ！
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3
月
に
は
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
人
手
不
足
か
ら
、

ニ
ー
ズ
調
査
や
マ
ッ
チ
ン
グ
に
手
が
回
ら
な

い
状
態
に
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
加
速

化
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
一
定
期
間
、
継
続
し
て
支
援
し
て
い

た
だ
け
る
団
体
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
連
合
本
部
か
ら

1
週
間
単
位
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
申
し

出
が
あ
り
、
ニ
ー
ズ
調
査
と
運
営
支
援
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
過
去
の
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
経
験
者
も
多
く
、
そ
の
ご
尽
力
の
お
か
げ

で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
多
数
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」と
針
木
事
務
局
長
。

「
連
合
に
は
、
水
道
や
ト
イ
レ
が
十
分

整
っ
て
い
な
い
中
、
長
期
に
わ
た
っ
て
能
登

の
支
援
に
入
っ
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
仮
設
住
宅
へ
の
入
居

が
進
め
ば
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
も
出
て
き
ま
す
。

ぜ
ひ
被
災
地
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ

い
」。

被
災
者
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

被
災
者
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

大
き
な
役
割

大
き
な
役
割

珠
洲
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

運
営
す
る
珠
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
神
徳

宏
紀
総
務
管
理
課
主
事
は
、
前
震
の
後
、
消

防
団
に
参
加
す
る
た
め
車
を
走
ら
せ
た
が
、

そ
の
途
上
で
本
震
に
遭
遇
。「
こ
れ
ま
で
の

地
震
を
は
る
か
に
超
え
る
揺
れ
方
で
、
ブ
レ

ー
キ
を
踏
ん
で
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
を
引
い
て

も
、
車
が
倒
れ
そ
う
だ
っ
た
。
道
路
の
斜
面

か
ら
水
が
流
れ
て
き
て
、
慌
て
て
ア
ク
セ
ル

を
踏
み
込
み
ま
し
た
」
と
間
一
髪
で
危
機
を

逃
れ
た
経
験
を
語
る
。

珠
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
約
70
名
の

職
員
が
い
た
が
、
家
族
や
自
宅
を
失
っ
た
職

員
が
多
数
い
て
直
後
に
対
応
で
き
た
の
は
約

1
割
。「
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
（
制
度
の
利
用
相
談
）
を
継
続
し
な
が

ら
な
の
で
、
圧
倒
的
に
人
手
が
足
り
ず
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
駐
は
私
一
人
。
そ

こ
に
連
合
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
毎
週
20
名

体
制
で
来
て
く
れ
て
、
ニ
ー
ズ
調
査
や
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
の
作
業
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
」と
神
徳
主
事
。

ニ
ー
ズ
調
査
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ニ
ー
ズ
調
査
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ

セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ

石
川
県
災
害
対
策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部

の
針
木
江
津
子
事
務
局
長
は
、
金
沢
市
内

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
揺
れ
を
感

じ
、
た
だ
ち
に
県
庁
へ
。
庁
舎
に
は
津
波
を

心
配
し
た
住
民
が
多
数
避
難
し
て
き
て
い
た
。

「
2
0
2
3
年
5
月
の
奥
能
登
地
震
の
経
験

か
ら
、
や
る
べ
き
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
は
で
き

て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
今
回
の
被
害
は

想
定
を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
し
た
。
道
路

は
寸
断
さ
れ
、
広
範
囲
で
断
水
が
生
じ
、
通

信
も
途
絶
え
、
寒
さ
は
厳
し
く
、
ト
イ
レ
も

使
え
な
い
。
直
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望

の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
し
た
が
、
現
地

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
だ
一

般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は
困
難
な
状

況
で
し
た
」と
振
り
返
る
。

1
月
下
旬
に
全
国
募
集
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
を
開
始
。「
連
合
石
川
も
毎
日
決

ま
っ
た
人
数
で
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
わ
せ

て
、
当
時
不
足
し
て
い
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
も
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
」。

全18クールの連合救援ボランティア参加者は延べ2700人超。

４月以降、七尾市和倉温泉のホテルをベースキャンプとして、

被災者のニーズ調査にあたり、その結果をもとに珠洲市、輪島市

でガレキ撤去や家財運び出しにあたった。

連合救援ボランティアは、被災地でどんな役割を果たしたのか。

石川県災害対策ボランティア本部、珠洲市災害ボランティアセン

ター、ベースキャンプを提供してくれた２つの宿泊施設を訪ね、

担当者からメッセージをいただいた。

被災地から  連合救援ボランティアへのメッセージ

石川県災害対策
ボランティア本部

針木江津子事務局長
はりき・えつこ　　　　　　

石川県生活環境部次長 兼
女性活躍・県民協働課長

珠洲市災害ボランティアセンター

神徳宏紀
じんとく・ひろき

珠洲市社会福祉協議会
総務管理課 主事

珠
洲
市
の
高
齢
化
率
は
50
％
以
上
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
を
得
る
の
が
困
難
な

高
齢
者
も
多
く
、
１
軒
１
軒
足
を
運
ん
で
調

査
す
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
現
実
的
で
効
果
的

だ
っ
た
。

「
連
合
の
知
名
度
は
高
く
安
心
感
が
あ
る
。

調
査
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
的
確
で
、
傾
い

た
住
宅
に
い
た
被
災
者
を
仮
設
住
宅
入
居
に

つ
な
げ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
被

災
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
そ

の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は「
民
間
組
織
の

良
さ
を
生
か
し
て
行
政
の
手
の
届
か
な
い
と

こ
ろ
な
ど
制
度
の
狭
間
に
あ
る
一
人
ひ
と
り

の
個
別
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
や
、
仮
設

住
宅
の
団
地
や
今
な
お
在
宅
で
生
活
す
る

残
さ
れ
た
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
な
ど
、

地
域
で
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
今
回
の
経
験
を

教
訓
に
、
地
元
企
業
や
地
元
に
根
付
い
た
団

体
と
連
携
し
て
地
元
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
運
営
で
き
る
体
制
を
構
築
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
答
え
て
く
れ
た
。

「
再
開
し
た
ら
、
ま
た
来
ま
す
」の

「
再
開
し
た
ら
、
ま
た
来
ま
す
」の

言
葉
が
励
み
に

言
葉
が
励
み
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
と
な
っ
た
の
は
、
海
岸
沿
い
に
ホ
テ
ル
が

建
ち
並
ぶ
和
倉
温
泉
。
発
災
時
、
各
ホ
テ
ル

は
、
津
波
警
報
発
令
を
受
け
て
宿
泊
客
を
避

難
誘
導
し
、
ホ
テ
ル
と
避
難
所
を
何
度
も
往

復
し
て
、
布
団
や
タ
オ
ル
、
水
や
食
料
を
運

び
込
ん
だ
と
い
う
。

ホ
テ
ル 

海
望
の
野
村
部
長
は
、
緊
急
地
震

速
報
と
同
時
に
大
き
な
揺
れ
が
襲
う
中
、「
身

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
！
頭
を
保
護
し
て
く
だ

さ
い
！
」
と
必
死
で
館
内
放
送
を
行
い
、
宿

　

野村直巳
のむら・なおみ

営業統括部長兼
施設管理部長

　

田中道夫
たなか・みちお

代表取締役社長

ホテル 海望

泊
客
の
避
難
誘
導
を
指
示
。「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
閉
じ
こ
め
や
大
き
な
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
が

い
な
か
っ
た
こ
と
は
奇
跡
で
す
」と
振
り
返
る
。

4
月
初
旬
に
水
道
が
復
旧
し
、
共
同
浴
場
が

使
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
連
合
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
。

「
奥
能
登
の
被
害
は
深
刻
で
、
復
旧
工
事

関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
金
沢
か
ら
通
う

の
は
大
変
負
担
が
大
き
い
。
少
し
で
も
近
い

と
こ
ろ
に
宿
泊
拠
点
が
必
要
だ
と
考
え
、
受

け
入
れ
を
始
め
ま
し
た
」と
田
中
社
長
。「
連

合
の
皆
さ
ん
は
、
明
る
く
元
気
で
頼
も
し
く
、

仲
間
同
士
で
協
力
し
合
う
姿
に
こ
ち
ら
も
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。
芳
野
会
長
が
バ
ス
に
乗
り

込
む
お
一
人
お
ひ
と
り
に
激
励
の
言
葉
を
か

け
て
い
た
姿
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
建

物
は
一
部
解
体
が
必
要
で
す
が
、
復
興
に
向

け
て
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
営
業
が
再

開
さ
れ
た
時
に
は
ぜ
ひ
ご
宿
泊
く
だ
さ
い
」。

日
本
の
宿 

の
と
楽
の
浦
辻
勇
人
管
理
部

部
長
は
、「
激
し
い
揺
れ
で
立
っ
て
い
る
こ

と
も
で
き
ず
、
柱
に
し
が
み
つ
い
て
い
ま
し

た
。
揺
れ
が
収
ま
る
と
大
浴
場
か
ら
お
客
さ

ん
が
何
人
も
出
て
き
た
。
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
た
の
で
避
難
場
所
の
小
学
校
ま
で
お
客

様
を
誘
導
。
布
団
や
水
の
ほ
か
、
調
理
場
の

ご
飯
を
す
べ
て
お
に
ぎ
り
に
し
て
避
難
所
に

運
び
ま
し
た
」と
発
災
時
を
振
り
返
る
。

3
月
下
旬
に
よ
う
や
く
水
道
が
復
旧
。「
施

設
内
に
あ
る
ガ
ー
デ
ン
能
登
屋
の
レ
ス
ト
ラ

ン
を
稼
働
で
き
た
の
で
、
食
事
も
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
旧
工

事
関
連
会
社
の
受
け
入
れ
を
始
め
ま
し
た
」。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
大
き
な
被

害
を
受
け
た
が
、
本
館
は
ボ
イ
ラ
ー
や
配
管

設
備
な
ど
の
復
旧
を
急
ぎ
、
今
年
10
月
の
営

業
再
開
を
め
ざ
し
て
い
る
。

「
連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、

様
々
な
業
種
の
方
が
連
携
し
て
被
災
地
の

力
に
な
っ
て
く
れ

て
感
謝
し
て
い
ま

す
。マ
ナ
ー
も
し
っ

か
り
し
て
い
て
助

か
り
ま
し
た
。
今

は『
再
開
し
た
ら
、

ま
た
来
ま
す
』
と

い
う
皆
さ
ん
の
言

葉
が
い
ち
ば
ん
の

励
み
。
再
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
て
く
れ

た
。

日本の宿 のと楽

浦辻勇人
うらつじ・はやと

管理部部長

17 RENGO Autumn 2024 16



6月12日、羽咋市社会福祉協議会の松田会長に
子ども用防災ヘルメットを手渡しする芳野連合会長

放課後児童クラブに
お菓子を提供してくれた
フード連合の皆さん

地
元
の
医
療
関
係
者
と
連
携
し
て

大
災
害
の
発
生
時
は
、
避
難
所
な

ど
で
女
性
が
性
暴
力
を
受
け
る
リ
ス
ク

も
高
ま
る
。
被
災
地
で
は
倒
壊
家
屋

な
ど
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
人
目
が
届

き
づ
ら
い
死
角
も
生
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
笛
付
き
の
防
犯
ブ
ザ
ー
も
計

2
0
0
0
個
用
意
し
、
七
尾
市
で
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
院
す
る
根
上
昌
子
医
師
な

ど
を
通
じ
て
女
性
た
ち
に
配
布
し
て
も

ら
っ
た
。
地
元
の
医
療
関
係
者
な
ど
と

連
携
し
て
、
性
被
害
を
受
け
た
人
が
望

ま
な
い
妊
娠
を
防
げ
る
よ
う
、
72
時
間

以
内
に
緊
急
避
妊
薬（
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
）

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
環
境
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
北
陸
の
女
性
た
ち
は
我
慢
強
い
方

が
多
く
、
要
望
や
困
り
ご
と
を
口
に
出

そ
う
と
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
効
果
的
な

お
菓
子
の
寄
付
に
は
じ
け
る
笑
顔

「
女
性
の
生
理
用
品
が
足
り
な
い
」

「
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
子
ど

も
た
ち
の
相
談
先
が
な
い
」。
連
合
に

は
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
被
災
し
た
女

性
・
子
ど
も
の
苦
境
を
訴
え
る
声
が
寄

せ
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た

声
も
踏
ま
え
て
、
支
援
か
ら
こ
ぼ
れ
落

ち
て
し
ま
い
が
ち
な
女
性
・
子
ど
も
た

ち
に
特
化
し
た「『
令
和
6
年
能
登
半

島
地
震
』
女
性
・
子
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
立
ち
上
げ
た
。

4
月
に
は
馳
浩
石
川
県
知
事
に
性
暴

力
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
体
制
づ
く
り
な

ど
を
要
請
し
、
現
地
の
医
師
や
N
P
O
、

自
治
体
な
ど
へ
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
。「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
防
災
ヘ

ル
メ
ッ
ト
が
な
く
、
余
震
が
多
い
中
で

不
安
を
抱
え
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
を

受
け
て
、
6
月
に
輪
島
市
や
珠
洲
市
な

ど
8
市
町
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
子

ど
も
用
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
1
4
0
0
個

を
寄
付
。
同
時
に
フ
ー
ド
連
合
の
協
力

を
得
て
お
菓
子
も
配
布
し
た
。

「
お
菓
子
を
手
に
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、
は
じ
け
る
よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
た

写
真
が
届
い
て
、
取
り
組
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
」（
連
合
担
当
者
）。

※�長野県災害時支援ネットワーク：2019 年の台風災害での連携をもとに社会福祉協議会、ＮＰＯセンター、生協、連合長野、日本青年会議所、弁護士会、
信州大学地域防災減災センターなどが参加して設立。災害時に行政・社会福祉協議会・ＮＰＯ等の三者連携をスムーズに進めることを目的に活動。

子ども用防災ヘルメットや

笛付き防犯ブザーなどを贈呈

　震災や戦争では、
女性や子どもが特
に被害に遭いやす

いことが知られています。今回の能登半
島地震でも、多くの女性や子どもが一人
で行動しなければならず、安全面での懸
念が高まっています。
　内閣府では防犯ブザーや笛を推奨し
ていますが、通常の防犯ブザーだけで
は受け取る人が少ないことが分かりまし
た。そこで、防犯ブザーに笛を追加しま
した。笛は、倒壊家屋や崖崩れで閉じ込
められた際に、助けを呼ぶ有効な手段で
す。このセットは多くの女性に安心感を
与え、防犯ブザーの受け取り数の向上に
つながり、彼女たちの安全を守るために
重要な役割を果たしています。今回、笛
と懐中電灯機能付きの理想的な防犯ブ
ザーを提供いただき、非常に役立ってい
ます。

女性の安全を守る
防犯ブザー提供に感謝！

ねがみみらいクリニック
（石川県七尾市）

根上昌子院長
ねがみ・まさこ　　　　

被災地では、弱い立場にある女性や子
どもに対する支援がいつも課題になり
ます。今回、いち早く現地の声を聴く
ことで、女性・子ども支援のニーズを
把握し、防犯ブザー、子ども用ヘルメッ
ト、お菓子の贈呈、緊急避妊薬のデリ
バリーに関する取り組みなどを組織内
外の多くの方々の協力によって実現で
きました。心から感謝申し上げます。

（連合会長　芳野友子）

◆◆ 被災者に寄り添った息の長い活動を

副
事
務
局
長
が
視
察
に
き
て
く
れ
た
。
そ
し

て
、
県
外
か
ら
入
れ
る
状
況
に
は
な
い
と
判

断
し
、
軽
ト
ラ
20
台
を
貸
し
出
し
て
く
れ
た

ん
で
す
。
そ
の
迅
速
な
対
応
に
感
銘
を
受
け
、

連
合
石
川
で
も
軽
ト
ラ
貸
し
出
し
と
県
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

被
災
地
に
入
る
と「
危
険
」の
赤
い
紙
が
貼

ら
れ
た
住
宅
に
残
っ
て
い
る
人
が
何
人
も
い

る
。「
ペ
ッ
ト
が
い
る
か
ら
避
難
で
き
な
い
」

と
。
地
方
議
員
に
相
談
す
る
と
、
ペ
ッ
ト
相

談
窓
口
の
設
置
と「
ペ
ッ
ト
Ｏ
Ｋ
」の
二
次
避

難
所
確
保
に
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。
４
月
に

連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
が
七
尾
市
に
開
設
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

そ
ち
ら
に
合
流
し
ま
し
た
。

災
害
時
こ
そ
、

横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要

	ƫ
現
在
の
状
況
、復
興
に
向
け
て
の
課
題
は
？

犠
牲
者
は
災
害
関
連
死
も
含
め
て
３
０
０

人
を
超
え
、
家
屋
被
害
は
８
万
５
０
０
０
棟

以
上
。
手
続
き
の
簡
素
化
で
公
費
解
体
が
進

み
、
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
も
始
ま
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
奥
能
登
地
区
で
は
復
旧
が
遅

れ
て
お
り
、
復
興
を
語
れ
る
段
階
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

同
時
期
に
起
き
た
台
湾
の
地
震
対
応
の
迅

速
さ
は
衝
撃
で
し
た
。
能
登
で
は
な
ぜ
こ
ん

な
に
対
応
が
遅
れ
た
の
か
、
支
援
を
継
続
し

つ
つ
検
証
し
な
け
れ
ば
前
に
は
進
め
ま
せ
ん
。

	ƫ
地
震
発
災
は
元
日
の
夕
刻
で
し
た
。
初
動

対
応
は
？

連
合
石
川
に
は
、
奥
能
登
在
住
の
事
務

局
員
も
い
ま
す
。
た
だ
ち
に
安
否
確
認
を
行

い
、
全
員
無
事
が
確
認
で
き
た
も
の
の
、
自

宅
が
倒
壊
し
た
職
員
も
い
ま
し
た
。
１
月
５

日
に
予
定
し
て
い
た「
新
春
の
集
い
」を
中
止
、

緊
急
四
役
会
議
を
開
催
し
て
構
成
組
織
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
が
、
情
報
は
断

片
的
。
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
る
信
じ
が
た
い
映

像
を
目
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
、
何
が
で
き
る
の
か
、
思
考
停

止
状
態
。
ま
ず
は
救
援
カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
、

被
災
者
優
先
で
復
旧
対
応
に
あ
た
る
組
合
員

に
マ
ス
ク
な
ど
を
届
け
ま
し
た
。

１
月
中
旬
、
珠
洲
市
の
市
会
議
員
か
ら
避

難
者
介
助
の
依
頼
が
あ
り
、
私
を
含
め
３
人

で
珠
洲
へ
向
か
い
ま
し
た
。
能
登
へ
の
大
動

最
大
の
問
題
は
、
行
政
の
縦
割
り
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
と
の
連
携
不
足
。
防
災
計

画
を
見
直
し
、
様
々
な
団
体
が
連
携
で
き
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
で
す
。
ま
た

避
難
所
で
の
女
性
へ
の
配
慮
に
欠
け
た
対
応

や
災
害
ゴ
ミ
の
分
別
な
ど
、
現
場
で
起
き
た

問
題
へ
の
対
策
も
今
や
る
べ
き
で
す
。
仮
設

住
宅
は
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
国
道
沿
い

の
駐
車
場
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
応
急

措
置
の
次
を
見
通
し
た
復
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
も

早
急
に
示
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
は
、
県
へ
の
政
策
・
制
度

要
請
に
も
盛
り
込
む
予
定
で
す
。

	ƫ
連
合
の
仲
間
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

救
援
カ
ン
パ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
た

多
大
な
援
助
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
連

合
の
産
業
を
超
え
た
横
の
つ
な
が
り
は
災
害

時
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
全
国
的
な
報
道
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
う
か
能
登
を
忘
れ
な
い
で

い
て
く
だ
さ
い
。

脈
で
あ
る「
の
と
里
山
海
道
」
が
寸
断
し
て

お
り
、
何
と
か
通
行
で
き
る
道
路
を
、
何
度

も
迂
回
し
な
が
ら
海
岸
沿
い
に
珠
洲
へ
。
酒

蔵
の
タ
ン
ク
が
倒
れ
、
あ
ち
こ
ち
で
車
が
横

転
、
電
柱
は
傾
き
、
家
屋
が
連
な
る
よ
う
に

崩
れ
落
ち
、
海
岸
は
隆
起
し
て
い
た
。
想
像

を
絶
す
る
惨
状
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
後

に
津
波
の
発
生
が
判
明
す
る
な
ど
、
情
報
の

遮
断
に
よ
る
恐
怖
を
覚
え
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
が
い
る
か
ら
避
難
で
き
な
い

	ƫ
２
月
５
日
か
ら
は
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
石
川
は
、
石
川
県
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
登
録
し
、
毎
日
５
人
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
道

具
一
式
を
持
っ
て
被
災
地
行
き
の
バ
ス
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。

当
時
、
様
々
な
意
見
が
あ
る
中
で
背
中
を

押
し
て
く
れ
た
の
は
、「
長
野
県
災
害
時
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」※
の
存
在
で
す
。
こ
こ

が
、
１
月
５
日
に「
能
登
半
島
地
震
支
援
会

議
」
を
立
ち
上
げ
、
参
加
す
る
連
合
長
野
の

連
合
石
川
は
、
こ
の
８
ヵ
月
、
刻
一
刻
と
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
被
災
地
支
援
を
続
け
て
き

た
。
復
旧
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
復
興
を
ど
う
見
通
し
て
い
る
の
か
。
労
働
組
合

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
連
合
石
川
の
福
田
佳
央
会
長
に
聞
い
た
。

対
策
を
講
じ
る
に
は
当
事
者
の
意
見
が
不

可
欠
。
ぜ
ひ
声
を
上
げ
て
ほ
し
い
で
す
」

（
連
合
担
当
者
）。

「笛付き防犯ブザー」
2000個にユニオニオンの
シールを貼って贈呈

復旧・復興へ─ 被災地支援のこれから
被
災
地
は
ま
だ
「
日
常
」
を
取
り
戻
せ
て
い
な
い

こ
れ
ま
で
の
対
応
を
振
り
返
り
前
に
進
み
た
い

福田佳央
ふくだ・よしお

連合石川会長

令和6年 能登半島地震 女性・子どもプロジェクト

連合石川として中央メーデーに
復興支援コーナーを出展
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